
川中子 おはようございます。土曜日の朝早く、お集まりくださりありがとうございま

す。昨日の参加予定の連絡では、８名が参加で３０名くらいが「関心がある」と

お答えいただいたんですが、こんなにたくさんの方に集まっていただいてありが

とうございます。今日のテーマはですね、「教員の勤務状況の課題 『働き方改

革』の現状について」お話ししたいと思いますので、あまりお子さんの、直接の

お話ではないんですけれど、お子さんにとっても関係のある、先生たちの話しを

させていただきたいと思います。

それでは、まず、簡単に自己紹介をお願いします。

Ａさん １年生、３年生の娘のいるＡです。

Ｂさん ２年生のＢの父です。

Ｃさん Ｃです。

Ｄさん ２年生のＤです。ちょうど会社でも、人事プロジェクトと言って働き方改革の

プロジェクトに携わっているんですが、教員とは違うかもしれませんが参考にさ

せていただければと思います。

川中子 ありがとうございます。ぜひ、後でお話を伺えればと思います。

Ｅさん ５年生のＥです。

Ｆさん ６年生と３年生のＦです。

Ｇさん ６年生と１年生のＧの母です。

Ｈさん ６年生と４年生のＨの母です。

Ｉさん ２年のＩの母です。

Ｊさん 卒業した OBで、民生児童委員のＪです。よろしくお願いします。
Ｋさん ２年のＫの母です。今回のテーマは、私も保育士をしているんですけれど、保

育士も現場で人手不足で、最近はネガティブな報道が多く、いろいろ注目されて

いますけれど。働き方改革というテーマはすごく興味があります。よろしくお願

いします。

Ｌさん ５年と２年のＬの母です。

Ｍさん ５年と２年のＭの母です。５年３組にＮ先生が育児休暇を取ると言うことで、

いろいろお話を伺えたらなと思います。よろしくお願いします。

Ｎさん ４年のＮの母です。主人が前におりまして、主人に働き方改革をぜひ意識して

ほしいなと思いまして、一緒に参加させてもらいます。よろしくお願いします。

Ｏさん ６年と３年のＯの母です。

Ｐさん すみません、遅くなりました。子どもが発表してましたので。５年と２年のＰ

と申します。

Ｑさん １年と３年のＱの母です。

川中子 よろしくお願いします。いやー、このテーマなのであまり集まらないかなと思

っていたんですが、こんなにたくさんの方に集まっていただいて、ありがとうご

ざいます。

教員の勤務状況、働き方改革っていうのは、ここ数年非常に言われていて、私

が着任して、令和元年度くらいからですかね。教員の働き方改革というのが言わ

れるようになってきたのですが。そのあとコロナにもなりまして、教員だけじゃ

なくいろんな仕事が大変な状況になっていますよね。日本はどんどん高齢化が進

んでいて、働く人の人口がどんどん減っている。子どもは生まれないので、この

後、どんどんどんどん減っていくだろうと。で、これから、日本の経済を支えて

いくためには、人が圧倒的に足りなくなっていくことが予想されていて、そのた

めにどうするかというと、外国の人を連れてきて外国の人に働いてもらおうとい

う試算もなされているそうです。昨日、テレビでもちょっと見ていたんですが、

外国の方が日本に来て日本で働いていく中で、やはり外国の人は日本の文化にな

じむのが難しいので、その中でメンタルを病んでしまったりして。昨日ＮＨＫの

番組で見ていたのは、メンタルを病んだ外国の人を助けるお医者さんが、日本に

はいないそうなんです。東京に二人しかいないそうです。外国人をカウンセリン

グしたり、精神科のお医者さんが。昨日出ていたお医者さんは、通訳の方を入れ

て診察をするんですが、メンタルヘルスの問題では非常に難しいですよね。日本

人同士でだって、ちゃんと話しはできないですし、私もそうですが、自分の気持

ちを上手に話せないじゃないですか。それをお医者さんとやり取りするのは非常

に難しいので、大変な問題だと。これから外国人労働者が増えていくと、こうい

う問題はもっと増えていくだろうという話でした。

今日は、先生たちがどういう働き方なのかっていうことを、ぜひ保護者の皆さ

んにも知っていただきたいと思います。

まず、レジュメに載せた日本経済新聞１月１６日朝刊の記事「先生の質が保て

ない」というものです。「２０００校で欠員」「１年で３割増し」…先生が足りな

いっていう状況が始まっていると言うことです。正確には分からないのですが、

区内２５校のうち半数近い学校で実際に欠員が生じていて。先生がいない学校が

あります。どうしているかというと、副校長先生などがそこの担任をやっていま

す。で、副校長は副校長の仕事だけで、普通の先生の１．何倍くらいの仕事をや

っていますので、それに担任の仕事が加わると、つまり一人で３人分くらいの仕

事をやっているという状況が、区内の学校でも起こっています。全国的に見ると、

こういう状況で、非常にひどいことになっている。教員不足、この載せたものを

見ても分かるように、いかに先生になり手がいなくなって倍率が下がっているか

分かると思います。

何でこんなことになってしまっているかは、いろいろな理由があるとは思うん

ですが、まあ、私はあまり好きな表現じゃありませんが「ブラック」な働き方、

なんて言われていますよね。先生たちの勤務が良くないのではないか。働きがい

というものはあったとしても、それに見合うものが欠けているのではないかなど
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と言われています。

皆さんもご存じ「尾木ママ」って方がいますが。あの方、いろんなことを言う

ので、必ずしも先生たちにとって良いことばかり言っているわけではないのです

が、この先生が１月２９日にラジオの放送でしゃべった内容があります。昨年９

月の段階で、東京都の小学校の先生が１３０人不足している。４月の段階では、

５０人だった。スタートしたときに先生がいない学校が５０校あったっていうこ

とですよね。これも異常ですが、夏休み明けには１３０校にもなってしまってい

る。まあ、１校で二人やめたというのもあるかもしれませんから一概には言えま

せんが。まあ、東京都は学校がたくさんありますので、１３０校というのはたい

した数ではない、とも言えますけど、お子さんを預けている保護者や、お子さん

にとっては、先生がいない教室っていうのは、ちょっと考えられないことじゃな

いですか。実際、こういうことが起こってしまっています。で、どうしてかな？

というと、この尾木ママは「個人的な意見ですが」と前置きして、「教育実習に

いって、教員にはならないと決めてしまう人が多い。」と。これまでは、教育実

習にいって、先生になろうと思う人が多かったんですが、今は教育実習にいって

現場を見たら、「これは大変だ！」といって、教員にならないと。「過労死ライン

と言われる残業８０時間を超えている教員は小学校で３割、中学校で６割いると

いわれています。また、精神が病んでしまい学校を１ヶ月以上休んでいる教員は

全国で約１万人。もはや深刻、を超えた状況です。」と。さっきの新聞記事も細

かく読んでいくと、もうこれは日本が滅びる前兆だというようなことが書かれて

いました。学校の先生の残業はカウントしにくいんだけど、ということで「１９

７１年に１週間で２時間の残業、月に８時間の残業手当を「調整手当」として支

給することになった。しかし、現在は時間外労働が約１０倍に膨れ上がっていま

す。政府も残業代について検討を始めようとしています。早く議論してほしいで

す。」我々も公務員ですから、公務員の給料の算出の仕方は決まっていて、就業

の時間と残業の時間というのは分けて考えているのですが、先生の残業というの

は、確かに何だかよくわからないんですよ。やらなければならないことではない

けれど、やっていることというのが、ものすごく多いですよね、先生は。例えば、

こういうプリントを配ったりするのも、やらなくたっていいじゃないですか。教

科書がある、ノートがあるのだから。先生たちは子どもにわかりやすいようにっ

て、一生懸命プリントを作って配ります。だから、どこで線を引くかが難しいの

で、１９７１年ころに、先生たちが残業を付けられないというのはかわいそうだ

から、その分最初から給料に上乗せしておこう、というのが決まったのだそうで

す。うわさで聞いたのですが、田中角栄さんという人がいて、うわさなので本当

かどうかわかりませんが、田中角栄さんの妾が教員だったそうで、その人の給料

を聞いたらびっくりするくらい安かったので、そのあと教員の給料は一気に２倍

になった、と（笑）。

で、まあ、こんな状況。そして、OECDというところが調査した２０１８年の
報告、教員の環境国際比較。これで見てもらうと、これは小学校の先生ですが、

例えば、ベルギーの先生は４１時間、ブエノスアイレスの先生は３６．９時間、

デンマークの先生は３８時間なんて書いてあって、ちょっと多いのはイギリスで

４８時間。で、少ないところだと３１時間なんてところもありますね。日本は、

というと、５４時間と圧倒的に労働時間が長い。たくさん働いている、ってこと

ですね。中学校の先生はもっと長く働いていて。小学校の先生は、一応子どもを

帰した後、自分たちの仕事ができるんですが、中学校の先生はそれから部活があ

って、６時くらいまでやって、それから自分の仕事を始めますので、私も大体９

時、１０時は当たり前でしたかね。最後の頃は、うちに帰るのが１１時過ぎてる

のは当たり前でしたね。家が遠いものですから。という状況で、非常に長く働い

ている。そして、「長く働いている」のが「いい先生」みたいな、へんな勘違い

もありました。今、これは本当にダメだなと思います。

で、じゃあ、三吾小の先生たちはどんな感じなのかなあというと、勤務時間が、

一応こういう風になっています。８時１５分から４時４５分が勤務時間になって

います。で、うち、４５分間の休憩がこの中に入ることになっているんですね。

１時５分から２０分、というお昼休みの時間ですね。そこで１５分とって、３時

４５分から４時１５分まで３０分とって。本当はこういうとり方をするべきじゃ

ないんですけど。普通の会社に行っている人だったら、お昼休みがあって、外に

行ってご飯食べてきたりしていますよね。その代わり、勤務時間が７時間４５分

になっていて、そして４５分間は休憩をとるということになっているんですが、

たぶん、日本全国、学校で休憩をとっている先生というのはいないと思います。

おそらく。０分です。実質、子どもがいるような時間帯に休憩がとれるかと言っ

たら、０分です。へたすると、トイレにも行けないです。私も何度かトイレ行か

れなくてこまったことがありました。ご飯は子どもと一緒に食べてますから、休



憩かっていったら、休憩ではありません。あっちで牛乳こぼしたり、こっちで吐

いたりする子がいますから。それをやるので、先生たちは真っ先にご飯を食べて

しまう。早食いは職業病のようなものです。一応、まあ、こういう勤務体系にな

っています。

それで、さっき尾木ママが言ってた、「給特法」というやつですが、

これがあるから「先生は、残業は当たり前なんだよ」って昔よく言われたんです

が、それがさっき言ったように、時間外、休日に来ても残業代を支給しない。先

生たちは土日に来て仕事をしても、お金にはなりません。今、必ず来て仕事して

いる先生はいますね。うしろの、O先生なんかは「土曜クラブ」と言って、ちゃ
んと来ることになっています。自分でそういう「働き方」にしていますから。そ

の分はお金は出ません。月額の給料の４％を上乗せして支給する。これがさっき

尾木ママが言った、その当時先生たちにインタビューしたら、「どれくらい一週

間に残業するんだい？」「一週間に２時間くらいですかね？」「それじゃ月８時間

だから、それは全体の４％」と決まったんです。今は、その８時間が、この過労

死ラインの８０時間を超えていますので、１０倍になっているんですよ！ ４％

じゃなくて、４０％残業代がついてないとおかしい状況になっちゃっているんで

すけど。で、試しに調べてみたんですが、今年の初任給が１９７３００円です。

東京都。この１９７３００円に、教員の場合は、７８９２円。月額。残業代が付

いています。昨日、初任者の先生が、私がこれをやっているときに、７時半くら

いかな？ まだ仕事をしていたので、「給料１９７３００円で、残業代いくら出

てるか知ってる？」って聞いて、知りませんというから「７８００円くらいだよ。

１か月７８００円。もう、やめて帰ったほうがいいよ！」って言ったら、少しし

て帰りましたね（笑）。でも、本当に、我々はお金で働いているんじゃないんで

すけれど。で、こういうことをあまり考えてないですね、先生って。残業代が出

ないからやめる、って考えをしている人に会ったことはないですね。もちろん、

そういう問題を指摘していくことは大事ですけど。それに、甘えてきたんだろう

な、と。で、この今年の令和４年度の先生たちの時間外勤務は、今、こうやって

出るようになっているんです。我々も、働き方改革の一環で、タイムカードのよ

うなものを使うようになっています。これで、役所としては、この学校のこの先

生がこれだけ働いているっていうのを把握できるようになっている。で、この表

の赤いところは、我々は月勤務外時間が４５時間以内になるように、と言われて

いるんですが、それを超えている人たちです。４月、９月、１０月、１１月、と。

けっこう忙しい時の状況です。４月は年度初めで一番忙しい時ですね。いろんな

ものを作って、新しくしなければいけませんから。９月は通知表の作成をして、

１０月は体育学習発表会、１１月は音楽学習発表会がありました。その平均が黄

色になっていて、４５を超えている人が黄色になっています。ということは、今、

「教諭」っていう先生がこれだけいるんですけど、このうち半数以上の先生がや

っぱり黄色になっちゃう。主任教諭っていう先生は、教諭よりも仕事をたくさん

やっている先生たちですけれど、その先生たちもこういう状況です。ここにｆと

かｍとか書いてあるのは、男女のことです。うちの職場でいうと、まあ、小学校

はこういう傾向が高いのかな？、遅くまで残っている先生はほとんど女の先生で

す。男の先生は、基本的に早く帰っている。女の先生は明日の準備を徹底的にや

ってからじゃないと帰れないっていう方が多いですね。その女の先生たちの半分

くらいはお子さんがいる先生で、お子さんはうちにいるんですけど、多分、夕飯

なんかは一緒に食べられないだろうな、と。ご家庭でどういう工夫をされている

のか。非常に深刻な問題で、特にこの、赤い字になっているところは、過労死っ

ていう時間、過労死ラインを超えてしまっている。過労死ラインそのものは６０

時間くらいといわれているんですが、８０を超えると、本当に危ないということ

ですね。それが、８５．６とか９０．いくつとかいう先生が何人かいます。で、

今、役所から、こういう先生には直接連絡が来るようになっていて、「大丈夫で

すか？ 疲れていませんか？」という連絡が私たちを通してくるようになってい

ます。１日４時間の時間外勤務をやると２０日間で８０時間になりますよね。１

日４時間で２０日間で８０時間。先生たちの仕事として、１日４時間時間外に働

いて、っていうのはまったく、ごく普通の状況ですね。これを、例えば、２時間

で終わらせる人っていうのは、そうとう要領のいい、ベテランの人かな？ で、

学校の推奨時間４５時間以内。７時前には帰らなければだめですよ、っていうこ

と。

で、教員の勤務時間は８時１５分から４時４５分で、休憩はとれていません。

残業だけじゃなくて、前。早く来て仕事している人もいます。７時に来て、８時

１５分まで仕事する。終わって、４時４５分以降に９時までやっている先生も結

構います。実は、この中には、土日の時間は含まれていないんです！ 土曜、日

曜に来て働いている先生は、この中にもいるんですね。例えば養護の M 先生。

５６０何人の子どもの書類を一人で、健康診断やった後、全部一人でチェックし

て、書いて、やっているんです。それを年に何回かやっています。異常な状況だ

って、わかりますよね。勤務時間中は、健康診断をやっているんです。で、子ど

もは病気になったりケガしたと言って来ているんです。その手当てをする。その

子どもたちが帰った後に、５６０何人分の書類を一つ一つチェックして、何日ま

でにやらなければならないってことになっています。当然、残業するし、土日も

来なければ間に合いません。我々も、とにかく何とかしましょうということで、

いろいろ手伝ってくれる人を探したり、声かけたりするんですけど。でも、一人

職の先生はそういう方が多いですし、担任の先生たちも自分でやる、やらないは

あるんですけど、大方はこれに近いような感じになっているかな。

で、今日、皆さんに配布したこのプリント。裏っかわに独占インタビューをし

たものがあるんですけど、２月２日の夜７時の職員室の状況です。先生たちは、

半分くらい残っていますかね。この、残っている先生たちの何人かに声をかけて、

ちょっとインタビューしたものですね。初任者の女性の先生は、朝７時４５分に

出勤して、８時１５分までの間に、今日渡す宿題の印刷をして、ショコラの世話

をして、教室にメッセージを書いています。「おはよう！みんな元気？」という

メッセージを、とっても素敵な絵を毎朝書いていますね。で、８時１５分になる

と子どもたちがやってきます。そこから、１時間目から６時間目まで、ずーっと

授業で、給食の時間もずっと指導しています。休憩時間は０分です。３時２０分

位に子どもたちが下校して。そのあと何人かのお子さんを残して補習をやってい

ます。で、子どもたちが全員４時くらいに帰って、この日は学年会をやる日です

ので、学年の先生たちといろいろな打ち合わせをしている。で、初任者の宣誓で

すから、学年の先生からいろいろ教わったりもするので、教材研究も含む学年会

になっていて、それが大体、６時半くらいまでやっていましたかね。そのあと、

初任者研修の報告書っていうのを書かなければならないので、これは役所に出さ

なければならないものなのでやって、そのあと「今日は何時までに帰る目標です

か」と聞いたら、７時に帰りますと言って、この先生は頑張って７時１５分に退

勤しました。

二人目、２年目の男性の先生です。７時４０分に出勤して、メールの確認。コ

クーで出欠の確認ですね。今日休む子がいないかな、と確認。そのあと、テスト

の丸付けをやっていたと。で、１時間目から６時間目までは授業満杯。給食指導

もあって休憩時間は０です。この先生もみんな帰った後何人か残して補習。その

あと、学年会をやって、２年次研修の報告書を作成。都教委に報告書を作成。目

標２０時に帰ると言っていたけれど、帰ったのは８時３５分でした。

２年目の女性の先生。７時１０分に来て、テストの丸付け。週の指導計画の作

成。それで子どもが来て、帰るまで同じ状況。そのあと、学年会やって、明日の

準備の教材研究を始めたのが６時半くらい。で、２年次研修の報告書を書かなけ

れば。目標は２０時くらいに帰りますと言っていたけれど、２０時３５分位退勤。

で、最後に、主任教諭男性。これは、うちの学校では一番勤務が上手にできる、

優れた働き方ができる先生ですが、この日はちょっと遅くまで働くというのを決

めていたような日で、７時半に出勤されて、この日は副校長先生と校内研究の打

ち合わせ。勤務時間前なのに、この先生と副校長先生は会議をやっているという！

自分の仕事ではなく、校務をやっているという。そして、卒業生台帳を作成。

今日は学年会があるからその準備をしていた。主任の先生ですから、こういうか

んじで、他の教諭の先生とは違ってきますよね。１時間目から６時間目まで授業

ですが、高学年の先生なので教科担任をしていますから、「空き時間」と言われ

ている時間があります。自分が授業がない時間。２時間あったそうですが、その

２時間はいろいろな、自分が抱えている主任教諭の仕事をしていた。給食を子ど

もたちと食べて、やっぱり、休憩は０です。学年会をやって。この学年はみんな

慣れた先生なので、手際よく学年会を終わらせて、そのあとは自分たちの仕事に

割り当てている。この先生は、珍しく、７時を目標に働きます、と言っていたの

ですが、７時に終わらせて、７時１５分に帰っていきました。その下の、在勤時

間と書いてあるところですが、学校にどれだけいたかっていうと１１時間３０分

とか、１２時間５５分とか書いてありますが、そこから勤務時間の７時間４５分

を引くとどうなるかというと、３時間４５分、５時間１０分、５時間４０分、４

時間と書いてあります。で、先生たちは１月に何日学校に来たかというと、土曜

日もありますから、２１日です。２０日と計算してもいいんですが、そうすると

これはもう、７８時間４５分、１０８時間、１１９時間、８４時間という感じで

すね。これが、毎日こうであるというわけではありませんから、必ずしもこの数

値にはならないかもしれませんが、こうやって計算してみると、この「過労死ラ

イン」って言ってる８０時間を超えてはいけませんよ、なんていうのは、軽く超

えてしまうような状況です。

だけど、これのうち、どこを削ることができる？ 先生たちに聞いても、これ

は無理なんですよ！ どこも削れないんです。だから、つまり、これは無理だな、

と。今、言っていることをかなえるのは不可能だなと、改めてこうやって出して

みたらわかりました。どうしたら解消できるかって言ったら、これは人を増やす

しかないですね。同じ業務をやっていくとしたら、人を２倍にしていかないと。

２倍にして、ちょうどいいくらいです。４５時間くらいになるかなって感じです

よね、これ？ だけど、２倍には、絶対できませんから。まあ、ミサイル買った

りするのをやめてくれれば、もしかしたら少しは可能になるかもしれませんが。

私は、本当にそう思っているんですが。

で、こういうことで、先生たちが危ないぞ。このままいくと日本が崩壊するぞ、

っていうことは、識者の人たちはわかっているんですよ。で、何とかしなければ

という話し合いもずいぶん前から進んでいて、こんな風に、学校がやるべき仕事

とやらないでいい仕事と分けなければいけないね、という話が少しずつ出てきて、

やっとこういうのが改善されてきています。少しずつ。これは、イギリスがやっ

たやつですが、イギリスで先生がやるべき仕事というのと、先生がやるべきでな

い、先生じゃなくてもできるい仕事というのを分けていこうという取り組みを表

にして。これを参考に、日本でもやっていこうというのが始まっています。コロ

ナで、２か月お休みになりましたよね？あの時。みんな日本中の人たちが気が付



いたんですが、学校の先生が何をやっていたのかっていうことが日本中にわかっ

たんです。これも、学校の先生がやっていたのか。これも学校の先生がやってい

たのか。あの時はっきりわかったということですね。で、みんなこういうことは

やっているんですね、先生たちは。本当に。ある方が書いてくれたのは、「子ど

もを守るためならさすまたをもって不審者を退治」こんなことは全員の先生がや

っているんです。これの訓練も、実際にやっています。それから救急救命の訓練

も毎年やっています。

で、これは、一人の普通の人ですから。一人の人がこなす業務としては、あま

りにも特殊なものが多すぎるんじゃないか。もちろん、先生だけが大変な思いを

しているわけではありません。一般の普通の会社に勤めている方もみんなそれぞ

れ大変な思いをされていると思います。先生の特殊さっていうのは、こういう、

何でも屋さんになってしまっているというところはありますかね。私も教員にな

りたての時、涙が出たことがありました。なんだ、これ？ 教員はスーパーマン

じゃなくちゃならないのか？って。

で、この働き方改革の話しが、元々は副校長の業務改善というところから始ま

りました。副校長が死にそうだった、というのがありまして。でも、手山先生の

時には大分改善されてきていますかね。私が副校長をやり始めたころはかなりひ

どかった感じで。まあ、だいたい、土日の休みがない、ですかね。秋なんて、９

月に入ってから１１月まで休みが一回もなかった、とか。そして、朝６時半に来

て、帰りが９時半とか１０時半というのが当たり前でした。そういう状況を何と

かしようと言うことで、学校にいる先生が副校長の仕事を少しできるようにしよ

うとか、副校長を補佐するスタッフとしてこういう人をつけようということが始

まって、今年度、ようやく「副校長補佐」という方が来てくれることになりまし

た。Kさんが来てくれてから、手山先生もずいぶんゆっくり仕事ができるように
なった。ゆっくり、ではなくて、一つ一つの仕事に専念できるようになりました。

もう、専念できないんですよ！ こういう感じ（同時に３つ、４つの仕事を進め

ている）でやってる感じで仕事しているんです！ 「子どもが～です！」って呼

ばれてあっちに行って、戻ってくるとデスクの上に書類がたまっていたりするん

です。そういう状況が私がやっていたころはよくあって、机の上に置かれたファ

イルを見ると心が折れるんですよ。「あー、これ。これからやるのか？！」って。

だから一日でも休もうものなら大変なことになるんですよ。メールも、こんなに

来てますから。開くだけだってすごく時間がかかります。

で、まあ、こういう方が来てくれるようになって、少し良くなってきました。

あと、先生たちのためにはスクール・サポート・スタッフ、SSS というのが数年
前からきてくれることになって。簡単に言うと、先生の秘書のような方がきてく

れて、ありとあらゆる事務作業を手伝ってくれることになりました。教材のこれ

がいくつ必要なのでお願いします、このプリント何時までに何枚印刷しておいて

くれますか、と言ってやっていただいています。S さんが来てくださっています
が、この方がまた、スーパー SSS で。うちの学校はスーパー○○さんが多いん
ですよ！先生もそうですが、それ以外のスタッフが「スーパー支援員さん」とか

「スーパー SSS さん」とか。素晴らしい方で、K さんもそうですけど。本当に
働き方はずいぶん良くなってきています。ただ、その、今現状が、これ（２月２

日の教職員勤務状況）と言うことです。前はもっとひどかった。ここ３，４年、

私たちもがんばって言っていますから、先生たちも大分意識して何とか早く帰ろ

うとはしているんですが、それでもこういう状況ですね。

はい。というのが、先生たちの現状だと言うことをお話しさせていただきまし

たが。もう、一方的におしゃべりさせていただきましたが。いかがでしょうか？

もちろん、そんなのは、私たちの仕事と変わりないよ、というご意見もあるか

もしれませんが、まあ、先生なんて子どもの相手してるだけなんだから、たいし

たことないでしょう？なんて思っている方もいらっしゃるかもしれません。

先生たちがやりたい仕事は、子どものための仕事なんです。子どものために、

明日の授業をがんばりたい、っていうのを、本当は一生懸命やりたいんですよ。

だけど、それをやっている時間が余り取れないくらい、いろんな、雑務がありま

す。それと、夕方電話していただくと分かるんですけど、夕方は学校の電話はつ

ながらない。学校で起こったことについて家庭に連絡している先生が何人もいま

すので。何もない日というのは、基本的にはありませんので。５６０人を超える

学校ですから。あっちでぶつかったなんて言うのはしょっちゅう起こります。ま

あ、その程度で済めばいいんですが、すまないことも結構起こりますので、○○

ちゃんと○○ちゃんがけんかして怪我した、とか、どこどこからおっこちて骨折

した、なんていうこともあります。そういうことがあると、先生たちは放課後電

話をしていたり。あの、いろいろと不満を抱えた保護者の方もいますから、電話

で話をしたりとかもありますね。だいたい、そういう電話は、１０分とかでは終

わりませんので、一回とると、まあ早くて４０分、５０分。長いと２時間近く電

話していたりというのは、結構ありまして、そういう状況になる場合はだいたい

副校長先生が対応しています。そういうことは、まあ、日常茶飯事というほどで

はありませんが、まあたまにありますかね。で、その間の仕事は、他にやらなけ

ればならない仕事はできませんから、なるべく先生たちじゃなくて、我々の方で

苦情みたいのは受け付けるようにはしているんですけれど。

保護者の皆さんからしてみたら、お子さんの先生が、こんなくたびれた先生で

は困りますよね？ 元気で、明るく、元気で、いろんなことに気力が充実してい

て、「あっ、あそこの子が困っているかな？」というのにぱっと気がつける。そ

ういうのを求めますよね。でも実際は結構くたくたな先生が多くて、「ああ、疲

れた」と思っているときは、具合悪い子がいても気がつかなかったりすることも

あるかもしれませんよね。で、やっぱりこれは、みんなで何とかしないといけな

いな、と。で、何とかするのは誰の責任だ？と言ったら、やっぱりそれは管理職

の責任じゃないかなと。私たちが、働き方改革を進めてくださいと、役所から言

われたりするんですが。何とかしたいんですけれど、先生たちに何ができるんだ

ろう？ 帰れ、帰れって言ったって、先生は帰って仕事するだけ。昔は、帰って

仕事する人がすごく多かったんですが、今はパソコンを使うようになって、家で

はできない仕事ばかりになってしまいました。個人情報を扱っていることが多い

ので。今、大分いろんなことがすすんで、クラウド上で仕事ができるようになっ

てきているところもあるようなんですが、O先生が先日東京都で聞いてきたそう
なんですが、「それって、うち帰ってやっているってことじゃないか」って（笑）。

早くは帰っているけど。今、在宅勤務というのが企業ではかなりできるようにな

っていますけど、教員の仕事はできる部分もありますが、基本的にはできない。

今日は、幼稚園の先生も保育園の先生も来ていますから、同じように子どもを

扱っている仕事は、同じ状況で。特に保育園も、最近、いろんなことが報道され

ていますけれど、あれって、こういう過酷な状況の中で起こっているんですよね。

楽している人たちが起こしているんじゃないんですよね。もう、注意力が落ちて

いる状況で、ああいう過失みたいなことが起こっているんじゃないかな。だから、

ひどい先生だなあ、なんて、一概に報道されているようには言えないだろうなと

思います。基本的に、みんな子どものためにと思って仕事している人たちで、そ

んなに悪い人ではないはずです。 で、いかがでしょうか？ 何か、感じるとこ

ろがあれば。はい、お願いします。

Ａさん うちの子どもたちはよく、宿題忘れたり、忘れ物したりして、担任の先生から

指導のお電話をいただくんですが、やっぱり、こういうのをみると、相当な準備

をして、その思いが空回りしていて、担任の先生は悲しいんだなってことが非常

によく分かりました。私は実は、さっき尾木ママが出たと思うんですけど、法政

大学の補助教員みたいなことをやっていて、尾木ママの SSS をやっていたんで
すね。尾木ママの教具を自動化するということをやっていました。あの人は教員

だったけど、今は外野からがやがや言っているだけなので、先生は気にしなくて

いいと思います（笑）。やっぱり、今の話しもそうですし、前々回の時の話しも

そうですが、学校だけではできないところがあるので、保護者の方とか地域が力

を貸してやっていくしかない。リソースが足りないので、その辺を、足りないの

はちょっと仕方ないので、僕もできることを考えていくかなと思いました。

川中子 ありがとうございます！ 本当にありがたいです。それではＪさん、お願いし

ます。

Ｊさん 常々、学校の先生方の環境っていうのは、会社勤めをしている身からすると、

すごく何か、全然考え方が違うって感じることが多くて。会社でいえば、例えば、

社長がいて、部長がいて、課長がいてって、トップダウンで命令権があるんです

けど、学校の先生の中では、命令権っていいうのがあまりないっていうのを、娘

が入学したときに初めて知って、校長先生でも、先生にこうしてもらいたいって

いうことがあっても、お願いベースでしかできない。会社であれば、社長がこう

しろ！っていうのは、ぜったいそうしなければいけないんですが、そういう権限

がないっていうのをビックリしたことがありました。ちょっと離れてから先生方

の様子を拝見すると、今日伺った話でもそうなんですけど、事務作業がすごく多

いなって。会社では、例えば、営業は営業の人がやっているし、その営業がやっ

たことの報告書は、管理部門があって、経理に流す報告書なんかは管理部門が請

け負って事務仕事をやっていると、分かれているんですけど、学校の先生は営業

をやって、管理部門の仕事をし、っていうのが分かったかなっていう感じです。

できればそういうのをちょっと分けて、やっていただければいいなと常々思って

いて、副校長先生がかつて学校の施設を予約する受付をされていたので、もうす

ごくおかしいなと思いながら。これは事務だとか学校管理っていう人がいれば、

そういうことはしなくていいのに。本当に子どもたちに専念できるのにって常々

思っていたので、このような改革がもっとすすんでいただければいいなと。それ

と、こういうのを知らせていただく機会があるっていうのはとても貴重なことだ

と思って。会社勤務しかしたことのない保護者だったら、全然知らない世界であ

るので、伝えることもすごく大事なことだなと思って、今日の機会はすごくあり

がたく思っております。こちらでもできることがあれば、サポートしたいなと思

っております。ありがとうございました。

川中子 ありがとうございます。いきいきスクールで子どもたちがお世話になっていま

すので、本当にそういう形でできることを合わせていけばいいことができるなと

思います。

Ｊさんのお話で、今日一つ大事なことを言い忘れてたことを思い出しました。

先生たちがやっている仕事の中で、私、どうしても許せないのは。許せないって

いって、やらせてるんですけど！（笑）あの、会計の処理をやっているんですよ。

これが大変で！お金の仕事って、やっぱり事務さんがやるべきですよね？ 本当

に大変なんですよ。一人一人からお金集めて。前は手作業でやっていましたから、

それだけは銀行引き落としに変えさせていただきましたが。業者さんに払う、そ

れを先生たちがやっている。で、教材を買った、くらいまではまだいいんです。

給食費のやつとか、一人一人の分を入力して、引き落としをするようなことをや

っていたりして。で、５，６年生になると宿泊行事があるので、そこに行くとき

のお金を集めて、こっちから補助金が来て、この人はもうちょっと補助が出るの

で…って。普通の事務さんがやったって大変な仕事を、一般の先生がやっている

んですね。で、間違えたりするじゃないですか。先生ですから。でも、間違えち

ゃダメじゃないですか。私、先生たちに、お金のことは絶対に間違えるなって言

ってるんです。１円でも間違えちゃいけないって。お金は信用を失う一番大きな

ものですから。でも、かわいそうすぎる仕事で。これだけは何とかならないかと、

何年か前から事務さんともやってるんですが。事務さんが「それは私たちの仕事

じゃありません。」って感じになっていて。区の方で決まっているのか何か。区

の方もそれじゃ困るので何とかしようとがんばってはくれているんですが。今、

ここは事務室に事務さんがいなくなりましたので。共同事務といって、吾嬬第二

中学校を中心にした７校ぐらいの事務さんが共同事務室にいて、７校分の事務処



理をやっています。事務さんがいないんです。事務の補助をしてくれる方がいて、

事務とのやり取りをしてくれています。だから、人を雇えばそういうこともでき

ると思うんですが、雇うのは難しいようで。とにかく、会計だけでも先生たちを

解放してあげたいなと思っています。６年生の M 先生が、今年日光に行ったん

ですが会計処理をやって、始まってから終わるまで、何回書類のやり取りをした

か。３ヶ月くらいかかってました。やっている間に、失敗したと役所にもう一度

提出するのでもう一回はんこを押して下さい、なんてやっていました。まだ終わ

んないんだなあ、というと、今度はこっちの補助金の話しなんです、って。非常

に複雑なことをやっているんですね。そんなことをやっているんだったら、明日

の授業の準備をやってもらいたいですよね。本当に先生たちにやらされているこ

とっていうのは、理不尽なことが結構あります。これだけでも何とかしたい。何

とかなりませんかね？ 校長会でも何とかしようと、来年度あたりには事務会と

話しをつけようって話をしているところですが。もう一方くらいいかがですか？

Ｄさん 今日、いろいろお話聞けて、やはり子どもが入ったら、学校っていうところの

イメージというのは、ドラマだったり、報道だったりであったんですけど、さっ

きおっしゃったように、いわゆる一般企業とはまったく違うっていう中で、逆に

保護者としても、例えば、先生にいつ連絡したらいいんだろうとか、例えば会計

だったり、お金の問題とかも先生に言うしかないんですけど。どこに言ったらい

いんだろうって、逆に言うと、一般企業だったら、問い合わせ先の経理の人とか、

窓口があって、そこに問い合わせればいいっていうのがある。何時から何時まで

に問い合わせればいいと。営業時間とかがわかりやすいんですけど、そこに学校

は当てはまらないので、いつ問い合わせたらいいんだろう、先生は忙しいので。

ちょっと遠慮しちゃったりとか、そのお金の問題だったりも、この担当の人に言

えばいいですよっていうのがあったら、わかりやすいのかなと。保護者の側から

しても、やはりそういった態勢であったりするとわかりやすいし、先生に全部じ

ゃなくて、担当がはっきりしていた方が、保護者側としてもメリットがあるのか

なって思っています。逆に分かりづらかったりとか、先生が捕まらなかったらで

きなかったりとかがあるので。先生・学校側だけの問題じゃなくて、自分事とし

て、先生たちの環境を整えていくっていうのは大事なことなのかなって思います。

川中子 ありがとうございます。本当にそのあたりが曖昧で、それを担任がみな背負っ

てしまっているところが問題ですね。我々の方で改善しなければいけないことも

あるんだなと感じますね。ありがとうございます。では、Ｆさん。

Ｆさん 皆さんのおっしゃるとおりで、この学校だけ教科担任制なんですね。墨田区で

も教科担任制をしている学校はないって聞いて。同僚の人が、区内の小学校なん

ですけど、話しが合わないなと思ったら、えっ？って。素晴らしいことで。やっ

ぱり、事務的な作業も先生たちから外していただけたらいいなと思うんですけど。

ちょっと気になったのは、川中子先生が入って、すごい改革をいろいろしてくれ

て、働き方改革も着任された当初から取り組まれていて、素晴らしいと思ってい

たんですけど。人事異動ってあるじゃないですか。先生が、慣れた先生がかわる

わけですよ！ 例えば、Ｏ先生が来年いなくなったら、Ｏ先生の穴を育てるのは、

相当大変なわけです。何年か前も、結構、古くからの先生が抜けられて、新しい

先生が入ってこられたけれど、大丈夫なのかな？とすごく心配して。先生はすご

く改革的なんですけど、他の学校から、ぜんぜん川中子校長先生のやり方に慣れ

ていない先生が来て、それを教えて、それも引継とかの負担があって、段取りも

違うのかなと。大変なんだろうな、って思いました。それは、企業でも一緒で、

ベテランとかすごくできる人が抜けるとてんやわんやになって。うまいことロー

テーション？ もちろん教員の異動とか、入れ替えも必要ですけど、ごっそり行

かれると厳しいなっていう印象があるので、うまいことできないものかなと思い

ます。

川中子 本当にそれは、大きな問題なんですよ。ただ、長くいるとその弊害もあるとい

うことで、東京都としては一応６年間勤務したら、他地区に異動する。その優秀

な先生がここでずっといたら、この学校ばかり優秀な学校になってしまうので、

この優秀な先生が次の学校も優秀にしてくれないと困るということでやっている

という意図がある。我々も次の学校へ行くと、また違う環境になりますので、学

ぶことも多いですね。自分の研修にもなるということで、そういう制度が取られ

ている。まあ、管理する側としては、本当は慣れた人がやった方がやりやすいん

ですけど、人事異動はありますね。毎年数名ずつ人事異動、ではないので、教職

員の着任の年によって、異動も多いときと少ないときがあります。一人しか異動

しないときもあるし、５人、６人と異動になることもあります。それから、今若

い先生が増えてきて、産休・育休にはいる先生もいるんですね。５年生のＮ先生

は男性で初めて育児休暇を２週間取ることにしたんですけど、その間は先生が抜

けると言うことになります。まあ、急に抜けるということではありませんが、準

備をして抜けることになる。また、今はコロナで急に明日からお休みになる、と

いうこともあります。先生たちが入れ替わるっていうのは、ちょっと大変なんで

すけど。とにかく、一番最初に見せたように、先生そのものがいないので、そう

いうことが起こった場合、補充ができないって言うのが問題ですね。

それでは、もう時間も過ぎてしまいました。お話を聞いていただくばっかりに

なりましたが、じゃあ、保護者の人に何かしていただけないかっていうお話では

なかったんですけど。もし、今日来ていただいた方が、この話を聞いて、少しで

も先生に同情していただけたら（笑）と。「うちの担任の先生も、がんばってん

だな。」って分かっていただけたら、よかったかな。

先生にとってうれしいのは、残業代が４０％つくことじゃなくて、子どもたち

が笑顔になったり、保護者の方から「ありがとう！」って言われたりすることな

んですよ！ 本当にそのためにやってるんですね、私たち。だから、ぜひ、応援

してあげてください。

ありがとうございました。


